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主な取組内容

〇有機農業の面積拡大
（令和３年度：36ha → 令和９年度：65ha）

○有機農業の面積拡大（水稲）
（令和３年度：15.4ha → 令和９年度：40ha）

〇令和5年度時点の達成状況
有機農業取組面積 42.3ha

うち有機農業の面積拡大(水稲) 26ha

普及に向けた取組

成果目標

みどりの食料システム戦略推進交付金による事業を令和4年度から開始し、水稲の有機農業
取組面積および有機農業に取り組む生産者数は右肩上がりで上昇しているものの、病害虫対
策、雑草対策に悩まされている。これらの課題解決に向けた講演会・フォーラムを実施する
ことで、木更津市における有機農業の更なる拡大を図る。

背景・課題

品 目

構 成 員

木更津市では、本事業を活用し、NPO法人民間稲作
研究所を講師に迎えた検討会の開催、道の駅「木更津
うまくたの里」指定管理者への市内有機農産物を利用
した新商品開発委託、市内公立小学校における有機米
自校炊飯の実証などを実施しているが、さらなる面積
の拡大、有機農業に取り組む生産者の増加が課題と
なっている。

木更津市有機農業推進協議会会員

木更津市農業協同組合

農業関係法人、木更津市関係各課ほか

水稲、ブルーベリー

検討会ほ場巡回時の様子

問い合わせ先
木更津市役所駅前庁舎 農林水産課 有機農業推進係
TEL：0438-38-6516 FAX：0438-23-0075
E-mail：nousui@city.kisarazu.lg.jp

市内生産者の協力を得て、化学農薬・化学肥料を使用しない環境にやさしい栽培方法により生産し
たお米、「きさらづ学校給食米Ⓡ」を市内全公立小中学校に提供している。うち2校については自校
炊飯の取組を実施しており、給食の残渣率の低下が確認できた。

木更津市

木更津市（千葉県木更津市）

市内有機農産物(ブルーベリー)を利用し
た新商品開発委託を実施予定。(開発中)

20R５補正
R６当初

〇検討会の開催(年4回)
〇ブルーベリーを活用した新商品の開発
〇市内公立小学校における自校炊飯の取組

令和6年度はNPO
法人民間稲作研究所
による講義(土づく
り・秋耕)のほか、
ほ場巡回、生産者に
よるほ場説明及び栽
培方法紹介を実施。

◂自校炊飯の
様子

◂自校炊飯で提供し
残渣がなかった飯缶
の様子
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【生産】 【流通・加工】

【消費】
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